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国立大学法人 信州大学
 

１．整備組織名  信州大学産学官連携推進本部 

 

２．大学からの報告 

（１）当初計画（大学知的財産本部整備事業） 

知的財産の管理・活用に加え、産学官・地域連携を重視するため「産学官連携推進本部」を

設け、同本部内に産業連携推進室と知的財産室を設置し、さらに知的財産室に「ナノテク・Ｉ

Ｔ分野」と「ライフサイエンス分野」を置く。 

産業連携推進室では企業等との産学連携、人材育成支援、知的クラスター創成事業等の支援、

インキュベーション施設の管理、自治体等との連携を行う。 

知的財産室では本学の知的財産権及び研究成果の管理・保護・活用として、学内における知

的財産の発掘と指導（啓発）、発明の帰属決定に関する評価と支援、特許出願、大学及び研究者

へのインセンティブ還元方式、利益相反マネジメント体制の検討、研究成果有体物の管理、等

を行う。 

人材に関しては両分野に各２名のコーディネータを配置し、分野に特化した各種コーディネ

ート活動を進める。権利化した知的財産の技術移転に関しては、㈱信州ＴＬＯとの連携を強化

して円滑な実施を図る。 

 

（２）自己評価 

「ナノテク・ＩＴ」と「ライフサイエンス」の両分野は、知財戦略に加えて企業体系や関連

法規等にもそれぞれ特徴があるため、知財活動のみならず産学官・地域連携も分野別に特化す

ることが最善と判断し、産学官連携推進本部の直結組織として両分野（部門）を設置した。ま

た、両分野のスタッフが一堂に会する運営委員会を月１回開催し、両分野の連携と融合を進め

た。併せて、大学キャンパスのある県内４地区と県内外の主要工業地域５ケ所に産学官連携室

を設け、シーズ発掘や地域企業との共同研究等を積極的に推進すると同時に、知的クラスター

創成事業を始めとする省庁関連の大型事業を支援した。 

その結果、両分野の特長・特殊性を鑑みた知財の創出・管理・活用や産学官連携（初期相談

～実用化まで）をマネジメントできる体制が整備され、特許出願や共同・受託研究等が飛躍的

に増加し、大学のポテンシャルアップと地域のイノベーション創出に大きく貢献できた。 

 

 

３．審査・評価小委員会における評価 

＜評定要素＞（平均点） 

① ３．３点 ② ３．０点 ③ ３．１点 ④ ２．８点 ⑤ ２．９点 

＜コメント＞ 

 大学、地域の強みを生かした分野特化型で、そのアプローチが知的財産活用の基本方針にきめ

細かく反映されており、全学的体制整備と分野の特徴を活かした実施体制が構築された。特に、

「ナノテク・ＩＴ」と「ライフサイエンス」という異なる分野に特化したマネジメント体制と両

分野の連合と融合を進めるための両分野のスタッフが一堂に会する運営委員会を月１回開催し

ていることは、常に刺激が伴う良いシステムであり、評価できる。 

ただし、ライセンス活動が低調であり、強化が必要である。また、地域での大学間連携、自治

体、企業との有機的なネットワークの構築や、国際的な産学官連携活動に対するノウハウの蓄積

と専門的人材の確保と養成が課題となる。 

今後は、実施・支援人材の確保と、知的財産から産学官連携・ベンチャー支援等を推進できる

一貫性のある組織構築と人材の配置が重要である。また、今後の方向性で他組織との連携強化を

指摘していることもあり、まずは既存の連携協定の整理を行う必要がある。 
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信州大学 

◎事業終了時の体制図（平成 20 年３月時点） 

信州大学産学官連携推進本部 体制図

学長

役員会 拡大役員会

信州大学産学官連携推進本部

本部長（産学官連携担当理事） 【１名】

本部長補佐（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ) 【１名】

運営委員会 【15名】

推進本部事務局
（研究推進部） 【8名】

ナノテク・IT部門 ライフサイエンス部門
部門長 【１名】
発明審査委員【7名】

コーディネータ 【1名】
レジストラー 【1名】

部門長 【１名】
発明審査委員【5名】

コーディネータ 【2名】
レジストラー 【2名】

両部門共通 レジストラー 【1名】

CRC （地域共同研究センター）

SVBL （サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー）

イノベーション研究・支援センター

地域産学官連携室・連携拠点

長野産学官連携室 上田産学官連携室 松本産学官連携室 諏訪圏産学官連携拠点
塩尻産学官連携拠点

伊那・南箕輪産学官連携室
飯伊産学官連携拠点(飯田)

コラボ産学官
東京オフィス

CRC松本広域支援室

医学部知的財産活用センター

構成施設（学内の産学官連携施設）

地域産業・企業等

信州TLO

UFO長野

AREC

学外産学官連携機関

連携

連携

中央省庁等
（文科省・JSPS・経産省・JST・NEDO等）

地方自治体

経済団体

特許情報・技術シーズ

審議・報告

センター長 【1名】 コーディネーター 【2名】

センター長 【1名】 助教【 １名】

センター長 【1名】

室長 【１名】室長 【１名】

室長 【１名】
講師 【１名】

コーディネーター 【1名】室長 【１名】
コーディネータ 【１名】

連携

 

 

◎成果事例 

 

従来から信州大学農学部とタカノ㈱が共同
研究を行っていた中で、赤い花のそば「高
嶺ルビー」の品種開発が成功し、品種登録
となった。続いてそばの機能性の研究が井
上教授により行われ、産学官コーディネー
タのマッチングのもと、高嶺ルビーはちみ
つ、ダッタンソバが開発され商品化を目指

すことになった。

本製品開発に関する共同研究は、信州大

学農学部の井上教授、氏原名誉教授と、
タカノ㈱との間で従来から行われていた

共同研究が、マッチングのもと発展的に

展開されたものである。

●技術への貢献
そばは、日本人の食文化に深く根付いた植物、食品でありながら、基礎

的研究が十分に進展しているとはいえず、そばの品種改良、機能性の研究
が求められている。今回の技術は、そばはちみつの持つ特異的な機能性
（抗酸化活性）と、ダッタンソバの品種開発を行っており、今後の研究、
開発の基盤となる技術のひとつと考えられる。

●市場への貢献
そばの市場は、日本の食文化に結びついているがゆえに、数千億円の市

場を持つといわれている。市場規模も健康志向の高まりなどから、年々拡
大しているが、商品構成はそば麺、乾麺などの従来からある商品群で占め
られており、新たな市場を刺激するような新製品が、そば業界では求めら
れていた。今回開発されたそばはちみつ、ダッタンソバ品種は新規性およ
び健康面での機能性を有していることから、消費者へアピールするものと
考えられる。

●社会への貢献
高嶺ルビーはちみつは、抗酸化活性が強く、摂取によって老化予防や生

活習慣病の予防に期待される。また、ダッタンソバはルチンが多く、高血
圧の予防などが期待される。メタボリックシンドロームに対する関心が高
まる中で、これらの商品は予防の観点から大きな役割を果たすと考えられ
る。

知財管理（特許化、知財保護） 技術移転の概要

信州大学
産学官連携推進本部そばの新品種開発および機能性関連商品の開発

産学官連携のきっかけ（マッチング）

共同研究

従来から信州大学農学部では、そばの遺伝育種学的研究、および

応用研究を実施してきた。これらの技術を基盤に、産学官連携推

進本部のコーディネータにより学内シーズの掘り起こしを行い、
マッチング活動によりタカノ㈱と共同研究を実施し、高嶺ルビー

はちみつ、ダッタンソバ３品種を開発した。これらの新規開発品
は、健康に対する機能性を有していることから、そば業界および

消費者に対し貢献するものと考える。

要約
高嶺ルビーはちみつ

連携機関

○ 信州大学農学部 教授 井上直人、名誉教授 氏原暉男

○ 信州大学農学部 産学官コーディネータ 清水義治
○ タカノ㈱ 堀井朝運、臼井俊行、北林広巳、小森愛子

●品種登録
16138号 ﾀﾞｯﾀﾝｿﾊﾞ「気の力」

16139号 ﾀﾞｯﾀﾝｿﾊﾞ「気の宝」
16140号 ﾀﾞｯﾀﾝｿﾊﾞ「気の豊」

●高嶺ルビーはちみつ 学会発表
日本作物学会 72別1号（2003）

ダッタンソバ

高嶺ルビーはちみつは、普通のハ
チミツに比べて抗酸化活性が約

100倍と高く老化予防が期待され
ます。ﾀﾞｯﾀﾝｿﾊﾞはルチンが普通の
そばに比べて８０倍含まれており、
高血圧の予防が期待されます。
ダッタンソバは、そば粉にして、
そば麺、クッキーなどの菓子、そ

ば茶などに加工が可能です。

実施料収入、譲渡対価

実施料等収入（累計）

該当なし

実施料等収入の種別

実施料収入、譲渡対価

実施料等収入（累計）

該当なし

実施料等収入の種別 実施料等収入（累計）

該当なし

実施料等収入の種別

創 出 管 理 活 用創 出 管 理 活 用




